
書
に
基
づ
く
事
業
の
実
施

を
検
討
し
な
が
ら
、
地
元

商
工
業
者
の
主
体
的
な
取

組
み
に
つ
な
が
る
よ
う
、

商
工
会
や
関
係
団
体
な
ど

と
連
携
し
て
、
賑
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
中
心
市
街
地

　

の
活
性
化

は
、
行
政
主
導
だ
け
で
な

く
、
地
元
商
工
業
者
や
関

係
団
体
な
ど
が
協
働
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
で

あ
り
、
町
の
予
算
状
況
も

深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
中
心
市
街
地
を

「
魅
力
あ
る
ま
ち
な
か
」

に
す
る
た
め
、
こ
の
計
画

町政を問う
一 般 質 問

町長＝中心市街地の活性化に取り組む

　

町
議
会
で
は
、

　

南
会
津
町
商
工

会
事
務
局
長
を
講
師
に
、

「
触
れ
合
い
ま
ち
な
か
活

性
化
事
業
実
施
計
画
書
」

に
つ
い
て
の
研
修
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
何
度
も
出

さ
れ
て
き
た
こ
の
計
画
を

早
期
実
現
し
、
観
光
客
や

交
流
人
口
を
増
加
さ
せ

「
活
気
あ
る
ま
ち
な
か
」

に
す
る
の
は
今
だ
と
考
え

る
が
。

町
長

「 活 性 あ る ま ち な か 」 の 早 期 実 現 を

問

　

会
津
田
島
駅
か

　

ら
一
番
近
い
愛

宕
山
山
頂
は
、
展
望
台
と

し
て
町
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
、
頂
上
付
近
の

立
木
が
大
き
く
育
ち
視
界

が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

木
を
伐
採
し
展
望
台
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
場
所
に

整
備
す
れ
ば
、
大
き
な
観

光
の
名
所
に
な
る
の
で
は
。

問

　

愛
宕
山
は
、

　

福
島
県
指
定

史
跡
鴫
山
城
跡
で
あ
り
、

史
跡
内
の
伐
採
に
は
所
有

者
の
同
意
の
他
に
、
史
跡

の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す

た
め
、
県
文
化
財
保
護
条

例
の
現
状
変
更
申
請
が
必

要
で
す
。

　

前
沢
曲
家
集
落
の
よ
う

に
見
る
対
象
が
明
確
な
場

合
は
、
効
果
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
愛
宕
山
に
つ

い
て
は
、
単
に
街
並
み
を

見
せ
る
と
い
っ
た
理
由
で

は
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
や

費
用
対
効
果
の
面
で
現
時

点
に
お
い
て
整
備
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
長

10

湯
田　
　

哲　

 

議
員

愛

宕

山

を

展

望

台

に

町
長
＝
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
空
き
店
舗
で
「
い
つ
で
も
文
化
祭
」、
ま
ち
な
か
に
賑
わ
い
を

　
・
学
校
等
施
設
の
契
約
電
力
を
見
直
し
経
費
削
減
を

商工会が中心となって開催された南会津町商工産業まつりのようす
( 平成 30 年 9 月 23 日 南会津ふるさと物産館駐車場 )


